
★
商
業
部
会

　
（
食
品
業
分
科
会
）

【
副
部
会
長
】
佐
久
間
善
男
、

萩
原
昇
、
時
田
清
信
、
鈴

木
和
弘

【
幹
事
】
阿
部
正
幸
、
長
江
一
、

「
商
工
習
志
野
」
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
会
報
は
、
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
頂
け
ま
す
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ
…http://w

w
w
.narashino-cci.or.jp

Ｅ
メ
ー
ル
…key21@

narashino-cci.or.jp

おかげさまで創立 20 周年「時代の風を切れ、習志野商工会議所！」

１面　合同部会総会、広告募集、パワー
オブミュージック、チャリティダ
ンスパーティー

２面　要望に対する習志野市長からの回答２
３面～６面　議員紹介
７面　会議事業予定、時代の風を読む、

インフォメーション、建設業部会
視察研修会、マルケイ融資

８面　あの店この工場、会員プレゼント、
ビジネス交流会

目　　次

マ
ル
ケ
イ
融
資
を
ご
利
用
下
さ
い
﹇
年
利
2.10
％
で
１
千
万
ま
で
（
12
月
4
日
現
在
）。
無
担
保
・
無
保
証
人
﹈

12-10
発行所　習志野商工会議所
発行人　鈴　木　喜代秋
　〒275-0016　習志野市津田沼４-11-14

TEL：047（452）6700
 FAX： 047（452）6744
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４
部
会
の
役
員
が
決
定

部
会
を
通
じ
活
性
化
の
意
見
交
換
を

11
月
20
日
合
同
部
会
総
会

　

11
月
２
日
開
催
の
臨
時
議
員
総
会
に
お
い
て
選
任
さ
れ
た

第
９
期
役
員
・
議
員
と
併
せ
て
、
11
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た

合
同
部
会
総
会
で
、
正
副
部
会
長
と
部
会
幹
事
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。
部
会
活
動
は
、
会
員
企
業
の
皆
様
が
そ
れ
ぞ
れ
の

業
種
別
立
場
か
ら
、
会
議
所
運
営
に
対
し
て
意
見
や
考
え
を

直
接
伝
え
る
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所

属
部
会
の
事
業
に
ご
参
加
下
さ
い
。

　

市
内
全
域
へ
の
新
聞
折
込
み
を
行
う
「
商
工
習
志
野 

新

年
号
」
に
お
い
て
PR
広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ス
ペ
ー
ス

に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、お
早
め
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

問
合
せ
＝
習
志
野
商
工
会
議
所 

経
営
室　

原
田

℡
：
０
４
７
（
４
５
２
）
６
７
０
０
ま
で

・
発
行
日
＝
平
成
20
年
１
月
12
日
朝
刊
の
新
聞
折
込
み

　
（
多
少
前
後
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
）

　

※
市
外
の
方
は
通
常
通
り
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
発
行
部
数
＝
約
６
０
，
０
０
０
部　

・
広
告
ス
ペ
ー
ス
＝
横
11
．
５
㎝
×
縦
15
㎝

・
募
集
コ
マ
数
＝
８
コ
マ

・
料
金
＝
５
万
円

　

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
同
封
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１
月
号
は
習
志
野
市
内
全
域
に
配
布

残
り
わ
ず
か

【部 会 長】
柏木清孝
㈲大久保園

金
子
正
、
北
端
保
路
、
和

田
一
利
、
藤
田
修
一
郎
、

三
橋
正
文
、
細
野
皓
司
、

池
田
博
、
金
子
恵
伍
、
司

茂
晃
史
、
那
智
甲
子
雄
、

杉
林
昇

【
相
談
役
】
髙
橋
謙
二
、
高
橋
賢

●
主
な
活
動
内
容

・
個
店
経
営
力
の
強
化
（
経
営

セ
ミ
ナ
ー
、
専
門
家
に
よ
る

個
別
指
導
）

・
商
店
街
活
動
支
援

・
地
域
資
源
（
文
化･
歴
史
等

活
用
に
よ
る
街
の
元
気
創
出

事
業
）

★
工
業
部
会

【
副
部
会
長
】
小
出
惠
勇
、
井
本

良
三
、
由
川
久
子
、
金
野
充

【
幹　

事
】
村
山
正
久
、
飯
島

政
雄
、神
谷
孝
治
、岡
芳
雄
、

脇
田
重
雄
、
会
田
良
、
金

子
忠
雄
、
小
川
惣
兵
、
吉

田
茂
雄
、
岡
本
和
彦

●
主
な
活
動
内
容

・
産
学
官
交
流
事
業
（
技
術
相

談
、
講
演
・
講
習
会
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）

・
発
明
相
談
会
の
実
施
（
特
許
、

実
用
新
案
、
商
標
等
）

・
異
業
種
交
流
会
（
習
志
野
ベ

ン
チ
ャ
ーN

E
T
S

）、
先
進

工
業
地
視
察

★
サ
ー
ビ
ス
業
部
会

（
金
融
業
分
科
会
）

　【
副
部
会
長
】
佐
々
木
秀
夫
、

増
田
彰
司
、
福
岡
邦
夫
、

樋
江
井
和
徳

【
幹　

事
】・
石
井
友
治
、
三
橋

一
夫
、
加
藤
雅
史
、
君
塚

英
治
、
平
塚
徹
、
花
澤
茂
、

庄
司
昭
、
片
山
正
樹
、
布

施
國
雄
、
飯
田
裕
一

●
主
な
活
動
内
容

・
会
員
交
流
事
業
の
実
施(

ビ

ジ
ネ
ス
交
流
会
、
ハ
イ
キ
ン

グ
会
、
ク
ラ
ブ
活
動)

・
福
利
厚
生
事
業
の
実
施

・
会
員
事
業
所
ク
ー
ポ
ン
券
の
研
究

★
建
設
業
部
会

【
副
部
会
長
】
鈴
木
幸
夫
、
伊

藤
賢
二
、
齊
田
隆
、
田
久

保
浩
一

【
幹　

事
】
鈴
木
豊
、
久
保
木
太

一
、
竹
谷
嘉
夫
、
石
井
豊
、

長
谷
川
伸
夫
、
田
村
茂
、
三

代
川
松
次
、
秋
山
奈
穂
子
、

石
渡
幸
正
、
高
山
貴
子

【
相
談
役
】 

安
西
光
男

●
主
な
活
動
計
画

・
受
発
注
機
会
と
情
報
の
提
供
支
援

・
建
設
業
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
整
備

（
管
内
建
設
業
関
係
各
種
団
体

と
の
連
携
強
化
）

・
新
産
業
分
野
へ
の
進
出
支
援

（
視
察
等
技
術
研
究
・
研
修
機

会
の
提
供
）

【部 会 長】
樋口惠己
㈱樋口製作所

【部 会 長】
岩澤良隆

㈲ｽﾊﾟｯｸｽﾍﾙｽﾌﾟﾗﾝ
研究所

【部 会 長】
鯨井徹

㈲鯨井測量建築
事務所

　習志野商工会議所女性会では、地域文化・福祉及
び交流事業の一環として、毎年チャリティダンスパー
ティーを開催しています。会場は毎回多くの社交ダ
ンス愛好家の方々でうめつくされ、これにより得た
収益金はメロディ基金や、福祉機器の寄付など地域
福祉の向上に役立てています。今年も左記日程で開
催しますので、ぜひご参加下さい。
日時＝平成 20年２月 16日㈯　14時～ 17時
場所＝習志野商工会議所会館３階
チケット＝１，２００円（前売り券のみ）
主催＝習志野商工会議所女性会
＊お楽しみ抽選会もあります。たくさんの賞品をご用意し
てお待ちしています。
申込み・問合せ＝習志野商工会議所 女性会事務局
　　　　　　　　担当：原田 ℡（452）6700 まで

参加者募集参加者募集
女性会社会福祉事業第

14
回

【日　時】　平成 20年２月 23日㈯  14：00 ～ 16：30
【場　所】　習志野文化ホール（全席自由）
【出演者】　えちうら、習志野高校吹奏楽部、打花打火、moka
【料　金】　会員：1,500 円 前売：2,000 円 当日：2500 円
【チケット販売所】習志野商工会議所・習志野文化ホール
　　　　　　　　　チケットぴあ・市内取扱所
【申　込】　会員料金でお求めの方は、別紙のチラシの申

込書をご記入のうえ、禽（４５２）６７４４
にFAXでお送りください

【お問合せ】習志野商工会議所：琴 （４５２）６７００

習志野商工会議所 創立 20 周年記念事業 ～時代の風を切れ！～

パワーオブミュージック
～習志野発♪音楽に翼をのせて～

会員様向け
先 行 販 売



商 工 習 志 野 第２４９号（２）平成１９年１２月１０日発行

おかげさまで創立 20周年「時代の風を切れ、習志野商工会議所！」

　

習
志
野
商
工
会
議
所
で
は
、
６
月
29
日
㈮
に
開
催
し
た
第
41
回
通
常

議
員
総
会
に
お
い
て
、
市
内
産
業
の
発
展
た
め
の
要
望
書
を
習
志
野
市

長
に
手
渡
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
習
志
野
市
長
か
ら
回
答
を
い

た
だ
き
、
習
志
野
市
と
し
て
の
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
が
説
明
さ
れ

ま
し
た
。
11
月
号
で
は
全
回
答
の
う
ち
、
融
資
環
境
や
、
市
民
生
活
の

向
上
・
経
済
活
動
の
発
展
に
関
す
る
回
答
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
第

２
回
目
と
な
る
今
回
は
、
物
づ
く
り
支
援
や
行
政
施
策
の
推
進
、
特
色

あ
る
産
業
に
関
す
る
、
回
答
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

 

要
望
３

物
づ
く
り
環
境
の
支
援
整
備
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　

拡
充
に
つ
い
て

⑴ 

産
学
官
連
携
に
よ
る
新
製
品
・
新
技

術
開
発
及
び
販
路
開
拓
に
対
す
る
支
援

【
回
答
】
平
成
17
年
４
月
「
習
志
野
市

産
業
振
興
基
本
条
例
」
の
施
行
以
来
、

産
学
官
連
携
事
業
と
し
て
、「
産
学
官

連
携
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
委
託
事
業
」
を

継
続
し
、
大
学
と
市
内
事
業
者
の
連
携

に
よ
る
新
技
術
・
新
産
業
の
創
出
を
目

指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
産
学
技
術
交
流
会
に
お

い
て
は
、
去
る
６
月
、
事
業
報
告
会
が

開
催
さ
れ
、
具
体
的
に
試
作
品
の
製

造
段
階
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
製
品
の

共
同
開
発
や
新
事
業
の
展
開
を
促
進
す

る
た
め
、
異
業
種
交
流
グ
ル
ー
プ
が
大

学
等
と
提
携
し
て
行
う
研
究
開
発
に
対

し
、
国
・
県
等
の
補
助
制
度
の
活
用
を

図
る
と
と
も
に
、
本
市
独
自
の
補
助
制

度
に
つ
き
ま
し
て
も
、
現
在
策
定
を
進

め
て
お
り
ま
す
次
期
産
業
振
興
計
画
に

お
い
て
、
具
現
化
に
向
け
た
検
討
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。

⑵ 

技
術
の
実
践
的
継
承
及
び
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
対
す
る
支
援

【
回
答
】
２
０
０
７
年
問
題
に
つ
い
て

は
、
平
成
18
年
４
月
よ
り
施
行
さ
れ
た

改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
に
よ
り
一

時
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、
団
塊
世
代
の

大
量
退
職
に
歯
止
め
が
か
か
り
、
景
気

の
回
復
と
相
ま
っ
て
、
雇
用
情
勢
も
活

発
化
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
中
小
企
業
に
お
い
て
は
、

い
ま
だ
人
材
の
確
保
が
難
し
い
状
況
に

あ
り
、
本
市
で
は
、
こ
の
７
月
よ
り
市

内
事
業
所
等
の
雇
用
の
促
進
を
図
る
べ

く
、
求
人
情
報
サ
イ
ト
を
開
設
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
つ
き
ま

し
て
は
、
学
生
だ
け
で
は
な
く
、
学
校
、

企
業
に
と
っ
て
も
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
反
面
、
企
業
に
は
か
な
り
の
負
担
を
強

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
若
者
が
企
業

の
生
の
現
場
を
直
接
体
験
で
き
る
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
重
要
性
は
高
く
、
特
に

中
小
企
業
で
は
、
若
い
優
秀
な
人
材
の
確

保
が
大
企
業
と
比
較
し
て
難
し
い
た
め
、

自
社
の
Ｐ
Ｒ
を
す
る
貴
重
な
機
会
で
も
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
貴
会
議
所
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
中
小
企
業
の
優
れ
た
技

術
・
技
能
等
の
継
承
に
係
る
基
盤
整
備

及
び
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
推
進
す
る

施
策
の
検
討
を
し
て
ま
い
た
い
と
考
え

お
り
ま
す
。

⑶ 

海
外
展
開
支
援
及
び
経
済
連
携
支
援

【
回
答
】
本
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

海
外
取
引
及
び
経
済
連
携
を
図
ろ
う
と

す
る
企
業
に
対
し
、
中
小
企
業
資
金
融

資
に
よ
る
資
金
面
で
の
支
援
に
と
ど
ま

る
も
の
の
、
中
小
企
業
庁
や
千
葉
県
等

と
の
連
携
を
密
に
と
る
な
か
で
、
こ
れ

ら
関
係
団
体
の
行
っ
て
い
る
、
海
外
事

業
展
開
・
国
際
取
引
の
情
報
提
供
、
ア

ド
バ
イ
ス
、
融
資
等
の
支
援
事
業
の
情

報
提
供
を
行
う
こ
と
で
、
支
援
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
東
ア
ジ
ア
と
の
交
流
に
お
い

て
は
、
東
ア
ジ
ア
地
域
の
情
報
提
供
、

専
門
家
に
よ
る
相
談
、
現
地
企
業
と
の

業
務
提
携
の
仲
介
等
を
行
う
支
援
事
業

の
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
で
、
支
援
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

要
望
４

行
政
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

⑴ 

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
受
け
皿
と
し
て
の

民
間
活
力
及
び
商
工
会
議
所
の
活
用
促
進

【
回
答
】
日
本
経
済
の
基
調
と
し
て
は
、

生
産
の
一
部
に
弱
さ
は
見
ら
れ
る
も
の

の
、
回
復
基
調
に
あ
り
、
今
後
も
企
業

部
門
の
好
調
が
家
計
部
門
に
波
及
し
国

内
民
間
需
要
に
支
え
ら
れ
た
景
気
は
続

く
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
民
間
活
力
の

有
効
活
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
市
に

お
い
て
も
、「
新
し
い
公
共
空
間
の
創

出
」
や
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
中
で
策
定

し
た
「
民
間
活
力
導
入
指
針
」
の
考
え

を
も
と
に
各
部
と
も
積
極
的
に
民
間
活

力
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
貴
会

議
所
か
ら
の
ア
イ
デ
ア
等
を
ご
拝
聴
で

き
れ
ば
幸
い
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
中
小
企
業
振
興
対
策
事
業
の

委
託
に
つ
い
て
は
、
市
の
制
度
融
資
業

務
に
限
っ
て
み
た
場
合
、
県
内
に
お
い

て
委
託
を
し
て
い
る
の
は
千
葉
市
の
み

で
あ
り
ま
す
。中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー

の
役
割
を
担
う
べ
く
千
葉
市
産
業
振
興

財
団
を
設
立
し
、
市
か
ら
多
額
の
出
捐

金
を
拠
出
、
職
員
も
派
遣
し
て
お
り
、

本
市
の
事
業
所
数
、
財
政
規
模
に
置
き

換
え
る
と
、
実
現
性
が
低
い
の
が
実
状

で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
市
制
度
融

資
の
受
付
取
扱
を
貴
会
議
所
が
行
う
こ

と
の
Ｐ
Ｒ
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
の
他
、

貴
会
議
所
と
の
連
携
の
中
で
中
小
企
業

振
興
事
業
の
委
託
に
つ
い
て
の
検
討
を

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

⑵ 

仕
事
と
子
育
て
両
立
支
援
の
普
及

促
進

【
回
答
】
急
速
な
少
子
化
の
進
行
は
、
労

働
力
人
口
の
減
少
や
社
会
保
障
負
担
の
増

加
と
い
っ
た
影
響
の
み
な
ら
ず
、
家
庭
や

地
域
社
会
の
変
容
や
子
ど
も
へ
の
影
響
に

つ
い
て
も
マ
イ
ナ
ス
要
因
で
あ
り
、
習
志

野
市
で
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
具
体

的
に
申
し
上
げ
ま
す
と
、
本
市
に
お
け
る

合
計
特
殊
出
生
率
は
16
年
度
１.

２
０
、

17
年
度
１.

１
３
と
全
国
平
均
16
年
度

１.

２
９
、
17
年
度
１.

２
６
、
県
平
均

16
年
度
、
17
年
度
い
ず
れ
も
１.

２
２
と

比
べ
下
回
っ
て
お
り
、
現
在
の
人
口
を
維

持
す
る
の
に
必
要
と
さ
れ
る
２.

０
８
を

も
大
き
く
下
回
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し

た
少
子
化
の
背
景
を
踏
ま
え
「
次
世
代
育

成
支
援
対
策
推
進
法
」
に
基
づ
き
、
平
成

17
年
「
習
志
野
市
次
世
代
育
成
支
援
対
策

行
動
計
画
」
を
策
定
し
、
今
後
10
年
間
に

集
中
的
・
計
画
的
な
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
け
る「
行
動
計
画
」で
は
、『
子

育
ち
・
子
育
て
を
み
ん
な
地
域
（
家
庭
・

地
域
・
学
校
・
企
業
・
行
政
）
で
支
え
る

ま
ち
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
お
り
、
そ

の
中
で
市
内
事
業
所
を
対
象
に
仕
事
と
家

庭
の
両
立
が
で
き
る
職
場
づ
く
り
に
つ
い

て
、
貴
会
議
所
と
連
携
し
て
啓
発
に
努
め

る
よ
う
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
要
望
事
項
に
あ
り
ま
す
、
顕

彰
制
度
や
支
援
助
成
金
の
創
設
に
つ

き
ま
し
て
は
、
厚
生
労
働
省
が
実
施
し

て
い
る
①
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
フ
レ
ン

ド
リ
ー
企
業
表
彰
」
制
度
、
②
従
業

員
１
０
０
人
以
下
の
中
小
企
業
を
対

象
と
し
た
育
児
休
業
取
得
者
や
短
時

間
勤
務
制
度
の
適
用
者
が
初
め
て
出

た
場
合
の
「
中
小
企
業
子
育
て
支
援

助
成
金
」
制
度
、
③
育
児
休
業
取
得
者

の
代
替
要
員
を
確
保
し
、
か
つ
育
児
休

業
取
得
者
を
原
職
等
に
復
帰
さ
せ
た
事

業
主
に
支
給
さ
れ
る
「
代
替
要
員
の
確

保
」、
さ
ら
に
は
小
学
校
就
学
前
の
子
を

養
育
す
る
労
働
者
が
利
用
で
き
る
仕
事

と
育
児
の
両
立
を
支
援
す
る
制
度
を
実

際
に
利
用
さ
せ
た
事
業
主
に
支
給
さ
れ

る
「
子
育
て
期
の
柔
軟
な
働
き
方
支
援
」

な
ど
か
ら
な
る「
両
立
支
援
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
助
成
金
」
制
度
、
と
い
っ
た
国
に
お

け
る
制
度
の
活
用
で
対
応
し
て
参
り
ま

す
。
ま
た
次
世
代
認
定
マ
ー
ク
に
つ
き

ま
し
て
は
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
こ

と
に
よ
っ
て
厚
生
労
働
省
千
葉
労
働
局

長
よ
り
認
定
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
本
市
と
し
て
は
、
国

の
助
成
金
制
度
な
ど
の
活
用
を
中
心
に

考
え
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
、
市
内
中

小
企
業
等
に
お
け
る
両
立
支
援
へ
の
取

り
組
み
の
推
進
を
図
る
施
策
の
検
討
を

進
め
る
と
と
も
に
貴
会
議
所
と
連
携
し

て
情
報
提
供
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
契
約
業
務
に
つ
い
て

は
、
市
内
事
業
者
の
保
護
・
育
成
、
受

注
機
会
の
確
保
の
観
点
か
ら
、
全
市
を

挙
げ
て
市
内
事
業
者
の
優
先
発
注
に
努

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
公
共
施
設

の
修
繕
に
係
る
入
札
参
加
資
格
登
録
を

簡
素
化
し
た
「
簡
易
修
繕
事
業
者
登
録

制
度
」
の
創
設
な
ど
、
新
た
な
制
度
改

善
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

昨
今
、
国
や
県
で
は
公
共
事
業
に
係

る
入
札
・
契
約
に
つ
い
て
、
従
来
の
「
価

格
競
争
」
か
ら
「
価
格
と
品
質
で
総
合

的
に
優
れ
た
調
達
」
へ
の
転
換
が
進
め

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
併
せ
て

福
祉
、
環
境
等
へ
の
配
慮
な
ど
公
共
性

に
対
す
る
評
価
や
社
会
貢
献
等
を
加
え

て
総
合
的
に
判
断
し
、
落
札
者
を
決
定

す
る
、
い
わ
ゆ
る
総
合
評
価
型
の
入
札

方
式
の
導
入
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
本
市
も
一
歩
一
歩

で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
課
題
に

取
り
組
む
べ
く
研
究
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
び
の
ご
提
案

に
つ
い
て
も
様
々
な
観
点
か
ら
今
後
研

究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
低
利
の
融
資
制
度
の
創
設
を

と
い
う
ご
要
望
で
あ
り
ま
す
が
、
既
に

低
利
で
融
資
し
利
子
補
給
も
行
う
中
小

企
業
資
金
融
資
制
度
が
整
備
さ
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
同
制
度
の
Ｐ
Ｒ
を
強
化

し
、
子
育
て
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組

む
中
小
企
業
の
資
金
繰
り
の
円
滑
化
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑶ 

求
人
・
求
職
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ

る
安
定
的
雇
用
対
策

【
回
答
】
労
働
雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、

現
在
策
定
を
進
め
て
お
り
ま
す
次
期
産

業
振
興
計
画
に
盛
り
込
む
と
と
も
に
、

貴
会
議
所
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
中
小
企
業
の
優
れ
た
技
術
・
技
能
等

の
継
承
に
係
る
基
盤
整
備
及
び
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
推
進
す
る
施
策
の
検

討
を
し
て
ま
い
た
い
と
考
え
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
マ
ッ
チ
ン
グ
機
会
の
創
出
に

つ
き
ま
し
て
は
、
近
隣
市
、
各
団
体
及

び
中
小
企
業
等
の
意
見
や
要
望
を
集
約

し
た
な
か
で
、
求
人
・
求
職
面
接
会
等

の
実
施
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

要
望
５

特
色
あ
る
産
業
・
事
業
の
創
出
に
つ
い
て

⑴ 

地
域
資
源
開
発
支
援
制
度
の
創
設

【
回
答
】
政
府
の
地
域
活
性
化
戦
略
に
あ

る
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
地
域
産
業
の

発
展
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
市
の
よ
う

な
従
来
型
の
観
光
地
で
は
な
い
地
域
に
お

い
て
、
観
光
振
興
に
お
け
る
地
域
経
済
の

活
性
化
策
と
し
て
は
、
大
変
重
要
な
視
点

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
貴
会
議
所
と
大
久
保
商
店
街
が

取
り
組
ん
で
い
る「
坂
の
上
の
雲
」を
テ
ー

マ
と
し
た
商
店
街
活
性
化
の
取
り
組
み
に

つ
き
ま
し
て
は
、
観
光
と
商
業
活
性
化
を

結
び
つ
け
る
重
要
な
事
業
で
あ
り
、
本

特
集
２ 

習
志
野
商
工
会
議
所
の
要
望
に
対
す
る

習
志
野
市
長
か
ら
の
回
答
（
原
文
）

　

物
づ
く
り
支
援
・
行
政
施
策
の
推
進
・
特
色
あ
る
産
業

年
、
千
葉
県
が
中
心
と
な
っ
て
実
施
し
ま

し
た
「
ち
ば
デ
ィ
ス
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
に
お
き
ま
し
て
も
、
大
久
保

商
店
街
が
実
施
し
ま
し
た
「
騎
兵
連
帯
の

史
跡
巡
り
」
で
は
多
く
の
参
加
者
が
あ

り
、
着
実
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
本
市
の
観
光
施
策
と
し
て
も
、
観

光
資
源
の
発
掘
や
観
光
ル
ー
ト
の
整
備
な

ど
が
課
題
で
あ
り
、
地
元
商
店
街
な
ど
と

連
携
し
な
が
ら
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
現
在
、
本
市
の
次
期
産
業

振
興
計
画
策
定
の
中
で
、
観
光
振
興
策

を
検
討
し
て
お
り
、
ご
要
望
の
「
地
域

の
新
た
な
魅
力
の
再
発
見
・
観
光
資
源

化
の
取
り
組
み
や
地
域
ブ
ラ
ン
ド
作
り

へ
の
取
り
組
み
」
を
支
援
す
る
制
度
の

創
設
に
つ
い
て
、
計
画
の
中
で
検
討
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
産
品
に
つ
き
ま
し
て

は
、
認
定
委
員
会
を
貴
会
議
所
に
お
願
い

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
新
た

な
視
点
に
よ
る
認
定
要
件
等
の
見
直
し
は

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
習
志
野

市
ふ
る
さ
と
産
品
業
者
会
や
商
店
会
連
合

会
な
ど
と
と
も
に
貴
会
議
所
と
の
協
議
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
本
年
度
の
本
市
の
観
光
振
興
事

業
と
し
て
、
市
内
の
観
光
的
要
素
の
情
報

を
融
合
し
た
「
習
志
野
市
内
観
光
ル
ー
ト

マ
ッ
プ
」
の
製
作
を
行
い
ま
す
が
、
こ
の

製
作
に
あ
た
っ
て
は
、
貴
会
議
所
を
始
め

と
し
、
民
間
や
市
民
、
大
学
な
ど
の
協
力

が
不
可
欠
で
あ
り
、
今
後
も
貴
会
議
所
と

の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
地
域
活
性
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

⑵ 

創
業
支
援
の
拡
充
及
び
チ
ャ
レ
ン

ジ
シ
ョ
ッ
プ
事
業
の
復
活

【
回
答
】
創
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
経

済
の
活
性
化
や
新
た
な
雇
用
の
創
出
を

図
る
上
で
、
有
効
な
施
策
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
本
市
の
創
業
支
援

施
策
と
い
た
し
ま
し
て
、
市
民
が
主
体

と
な
っ
て
地
域
が
抱
え
る
課
題
を
ビ

ジ
ネ
ス
の
手
法
に
よ
り
解
決
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
を
通
じ
て
、
そ
の

活
動
の
利
益
を
地
域
に
還
元
す
る
と
い

う
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
創
業
塾
」

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
創
業
塾
あ
る
い
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
創
業
塾
等
受
講
後
の
開

業
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
た
め
、
商
店

街
の
空
き
店
舗
等
を
活
用
し
た
チ
ャ
レ

ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
の
設
置
及
び
、
そ
の
具

現
化
に
つ
い
て
は
、
現
在
策
定
を
進
め

て
お
り
ま
す
次
期
産
業
振
興
計
画
に
お
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  ≪各 種 会 議 ≫
マルケイ融資委員会
小規模企業振興委員会
大型店連絡協議会
　　　　　　　　ほか

≪部会等≫
商      業

（食品業分科会）
工      業
サービス業

（金融業分科会）
建  設  業
青  年  部
女  性  会

 ≪委員会≫
経    済戦略委
街づくり戦術委
情    報戦術委 
企業経営戦術委

会　  頭（1人）
副 会 頭（2人）

専務理事（1人）

常議員会（33人）

理　　事（１人）

参　与（2人） 監    事（３人）

≪代表者連絡会議≫
（部会・委員会・事務局

代表12人）
専務理事、部会長、
戦略・戦術委員長、
青年部長、女性会
長、事務局長

議員総会
（100人）

⇔ ⇔

 習志野商工会議所機構図及び役員・議員体制（第９期）

　

11
月
２
日
㈮
に
開
催
さ
れ
た
「
臨
時
議
員
総
会
」
で
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
正
副

会
頭
以
下
、
専
務
理
事
、
理
事
、
監
事
、
参
与
、
常
議
員
（
33
名
）
が
選
任
さ
れ
、
１
〜
３
号
議
員
１
０
０

名
と
併
せ
て
、
第
９
期
の
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
の
で
、
皆
様
に
ご
紹
介
し
ま
す
（
敬
称
略
）。
新

た
な
未
来
へ
向
け
て
、「
親
し
ま
れ
、会
員
企
業
に
役
立
つ
商
工
会
議
所
」
を
目
指
し
て
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

【任　期】
平成 19 年 11 月 １ 日

〜
平成 22 年 10 月 31 日

商 工 習 志 野（３）　第２４９号 平成１９年１２月１０日発行

理

事

一
号
議
員
50 名

おかげさまで創立 20周年「時代の風を切れ、習志野商工会議所！」

★ 

印
＝
常
議
員
（
33
名
）

 第９期役員・議員等の紹介



司 茂　晃 史
㈱司茂商店
専務取締役
 実籾4-2-3

岡 本　和 彦
㈱三和理化学研究所
取締役会長

 茜浜1-11-14

佐久間　　操
三宝建設㈱
代表取締役
 茜浜1-14-1

三代川　松 次
三徳工業㈱
代表取締役
 谷津2-2-30

石 井　友 治
㈲サントク
代表取締役

 東習志野1-3-16

岩 井　　庄
㈱サクラ設備
代表取締役

 実籾2-41-21

田 中　隆 司
田中電子㈱
代表取締役
実籾4-34-10

田久保　浩 一
田久保建設㈱
代表取締役
 谷津4-2-19

太 田　昌 弘
㈱セットアップ
代表取締役
谷津1-16-1

鈴 木　　理
㈲鈴木塗装
代表取締役
 谷津2-20-9

小 川　惣 兵
㈱新生電機製作所
取締役会長
茜浜1-11-5

白 鳥　理一郎
白鳥製粉㈱
代表取締役

 津田沼7-9-35

金 子　恵 伍
鳥料理味味
代表者

谷津1-19-23

金 子　忠 雄
東和製罐㈱
代表取締役
 茜浜1-11-1

伊 藤　達 也
藤建㈱
代表取締役

 谷津5-40-37

大久保　　博
㈱テックエステート
取締役・事業統括部長

茜浜2-6-3

金 子　　正
㈱茶茶
専務取締役
谷津5-4-9

小 澤　裕 二
千葉信用金庫 津田沼支店

支店長
 津田沼5-14-2

平 澤　規 雄
平澤規雄税理士事務所

代表者
津田沼7-1-9

清 水　晴 好
㈱ビックアイ
代表取締役

船橋市高瀬町62-2-B1

植 田　浩 義
㈱PCFテクノロジー

代表取締役
津田沼1-13-24

花 澤　　茂
㈲花澤運送
代表取締役
 藤崎2-3-4

三 橋　正 文
㈲習志野スポーツ
代表取締役

 大久保１-16-11

山 崎　もと子
㈱習志野ガス設備工業

専務取締役
 袖ヶ浦3-5-3-2

高 山　貴 子
本田土木工業㈱
代表取締役

袖ヶ浦1-10-11

庄 司　　昭
房総メンテナンス㈱
取締役会長

 東習志野1-5-11

浜 名　靖 子
豊栄工業㈱
取締役

東習志野5-24-2

根 本　立 人
㈲別井新聞舗
専務取締役
実籾5-23-28

﨑 山　征 雄
不二装備工業㈱
代表取締役
大久保4-3-8

望 月　勝 保
藤木園緑化土木㈱
代表取締役
 茜浜1-6-4

横 打　　研
㈱横打
代表取締役
 茜浜1-2-18

和 田　一 利
㈲大和屋書店
代表取締役

 大久保3-11-19

三代川　寿 朗
三代川不動産㈱
代表取締役
谷津4-7-33

宮 島 　林 景
宮島設計監理事務所

代表者
藤崎7-8-9

萩 原　　昇
松葉寿し
代表者

本大久保3-9-1

飯 島　政 雄
松樹印刷㈲
取締役会長
鷺沼1-15-16

おかげさまで創立 20周年「時代の風を切れ、習志野商工会議所！」

商 工 習 志 野 第２４９号（４）平成１９年１２月１０日発行
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商 工 習 志 野（５）　第２４９号 平成１９年１２月１０日発行

おかげさまで創立 20周年「時代の風を切れ、習志野商工会議所！」

佐久間　善 男
市岡洋品店㈲
代表取締役

 大久保1-28-3

池 田　　博
㈲池田屋
代表取締役
 谷津4-4-13

石 渡　幸 正
㈲ワタリ工芸
代表取締役

 鷺沼台3-15-6

吉 水　　満
㈱吉水電機工業
代表取締役

本大久保3-8-2

仲 澤　　仁
㈲𠮷田商店
代表取締役

東習志野５-34-13

由 川　久 子
コメット工業㈱
代表取締役
茜浜1-13-4

鯨 井　　徹
㈲鯨井測量建築事務所

取締役
 実籾1-9-2

池 田　　郁
銀座アスター 食品㈱
代表取締役社長
谷津1-16-1

柏 木　清 孝
㈲大久保園
代表取締役

 大久保3-15-3

石 井　賢 徳
㈱エクセル
代表取締役
 香澄4-5-1

片 山　正 樹
五樹警備保障㈱
代表取締役
谷津1-11-8

鈴 木　幸 夫
鈴木水道㈱
代表取締役

津田沼3-23-11

杉 林　　昇
㈲松栄

津田沼1-11-20

樋江井　和 徳
㈱ JCN船橋習志野
代表取締役社長
鷺沼1-2-1

齋 田　　隆
栄工業㈱
代表取締役

 鷺沼2-10-13

田 村　　茂
サービス電機㈱
代表取締役社長
東習志野5-18-13

金 野　　充
㈱KONNOPRO
代表取締役
茜浜1-6-8

平 塚 　　徹
㈱千葉興行銀行 習志野支店

支店長
大久保4-1-22

佐々木 　秀 夫
ダンデイエンタープライズ㈲

代表取締役
 谷津 5-5-4

前 田　洋 子
宝塚運行サービス㈱
取締役副社長

本大久保4-18-27

髙 橋　謙 二
㈲髙橋化粧品店
代表取締役

津田沼1-10-50

竹 谷　嘉 夫
総栄建設㈱
代表取締役
実籾5-9-28

岩 澤　良 隆
㈲スパックス・ヘルスプラン研究所

代表取締役
大久保2-13-1

樋 口 　惠 己
㈱樋口製作所
代表取締役

 東習志野6-20-21

安 西　光 男
㈱ナラデン
代表取締役

 東習志野4-18-27

三 橋　一 夫
㈱習志野都市開発センター

代表取締役
津田沼3-5-12

時 田　清 信
㈲時田
代表取締役
実籾2-2-16

細 井　良 則
東葛工業㈱
代表取締役
茜浜1-12-2

脇 田 　重 雄
㈱東魁楼食品
代表取締役

 東習志野6-15-13

三代川 文史朗
㈱三代川運送
代表取締役
 茜浜1-9-6

鈴 木　和 弘
㈱ミツワ堂
代表取締役
大久保2-4-5

長 江 　　一
㈱みたけ
代表取締役

 本大久保5-1-22

山 本　泰 三
㈱丸山工務店
代表取締役
茜浜1-13-6

大 澤　金 成
㈱平成美術
代表取締役会長

船橋市前原東1-1-1

鈴 木　　 豊
福葉水道㈱
代表取締役
実籾1-39-5

二
号
議
員
35 名

★★★★

★

★★★★

★★★★★

★★

★ 

印
＝
常
議
員
（
33
名
）



商 工 習 志 野 第２４９号（６）平成１９年１２月１０日発行

おかげさまで創立 20周年「時代の風を切れ、習志野商工会議所！」

阿 部　正 幸
㈱イトーヨーカ堂 津田沼店

　店長
津田沼1-10-30

黒 澤　真 次
イカリ消毒㈱
代表取締役
茜浜1-12-3

小 林　　実
㈱リントク
代表取締役

 東習志野4-6-6

北 端　保 路
㈲やまやす商店
代表取締役
大久保1-22-9

村 山　正 久
㈲村山モータース
代表取締役

 谷津2-21-19

福 岡　邦 夫
㈱千葉銀行 津田沼支店

支店長
 津田沼5-12-4

井 本　良 三
セイスイ工業㈱
代表取締役
茜浜3-2-5

岡　　芳 雄
佐藤金属㈱ 湾岸センター

商品管理部長
 茜浜2-4-1

吉 田　茂 雄
広栄化学工業㈱
代表取締役

 東習志野6-16-11

小 出　惠 勇
㈱小出ロール鐵工所 習志野工場

取締役会長
 東習志野6-21-8

君 塚　英 治
㈱京葉銀行実籾支店

支店長
実籾4-7-17

増 田　彰 司
増田運輸㈱
代表取締役会長
茜浜1-8-2

野 村　康 宏
㈱日立産機システム
習志野事業所 所長
東習志野7-1-1

湯 浅　貞 雄
日本ケーブル㈱ 
本社工場 総務部長
 茜浜3-1-4

三 橋　　稔
（医）社団菊田会

 習志野第一病院 理事長
 津田沼5-5-25

遠 藤　勝 己
東洋エンジニアリング㈱ 
業務管理本部 総務部 総務部長

 茜浜 2-8-1

加 藤　雅 史
東京電力㈱ 習志野営業センター

所長
東習志野2-20-21

林　　安 次
昭栄精機工業㈱
代表取締役会長
茜浜1-13-2

三 橋　康 一
金二商事㈱
代表取締役
津田沼6-13-9

布 施　國 雄
㈱レカムサービス
代表取締役
谷津7-8-1

三
号
議
員
１5名

参

与
２名

★

★★★★

★★★★★

★

★ 

印
＝
常
議
員
（
33
名
）
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習志野商工会議所 創立 20 周年記念事業 ～時代の風を切れ！～

　パワー・オブ・ミュージック ～習志野発♪音楽を翼にのせて～
会員様向け先行販売



て
い
る
か
全
く
不
透
明
で
あ
る

こ
と
だ
。

　

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
っ
て
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ
な
ど
新
興

経
済
が
自
立
・
拡
大
し
た
。
こ

の
結
果
、
米
国
経
済
が
減
速
化

し
て
も
、
か
つ
て
の
よ
う
に
そ

れ
が
直
ち
に
世
界
不
況
に
は
つ

な
が
ら
な
い
。グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
た
ま
も
の
だ
。
し
か

し
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
一
方
で
、

不
透
明
で
得
体
の
知
れ
な
い
リ

ス
ク
を
抱
え
込
む
こ
と
に
な
っ

て
い
る
こ
と
も
、
十
分
警
戒
し

て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

千
葉
商
科
大
学
大
学
院　
　

教
授　

斎
藤　

精
一
郎

商 工 習 志 野（７）　第２４９号 平成１９年１２月１０日発行

おかげさまで創立 20周年「時代の風を切れ、習志野商工会議所！」

　

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
は
、
こ

こ
15
年
ほ
ど
で
世
界
経
済
を

襲
っ
て
き
た
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
と
い
う
新
た
な
大
潮
流

の
も
と
に
出
現
し
て
い
る
。
と

り
わ
け
、
金
融
（
マ
ネ
ー
）
は

各
国
市
場
を
自
在
に
動
き
回
り

始
め
た
。
こ
れ
が
グ
ロ
ー
バ
ル

マ
ネ
ー
の
出
現
と
拡
大
だ
。
世

界
的
な
余
剰
資
金
は
、
ヘ
ッ
ジ

フ
ァ
ン
ド
な
ど
各
種
フ
ァ
ン
ド

を
通
じ
て
世
界
市
場
を
目
ま
ぐ

る
し
く
移
転
し
、
生
産
的
資
本

も
直
接
投
資
と
し
て
先
進
諸
国

か
ら
新
興
経
済
圏
に
な
だ
れ
込

む
。
中
国
、
ロ
シ
ア
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
、
チ
ェ
コ
、
ベ
ト
ナ
ム
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン 

、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
な
ど
に
工
場
建
設
や
販
売
網

が
つ
く
ら
れ
、
現
地
生
産
が
拡

大
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
新
興
経
済
圏
の

経
済
成
長
が
地
に
着
き
、
こ
れ

ら
諸
国
の
市
場
が
厚
み
を
増

せ
ば
、
必
然
的
に
金
融
・
資
本

市
場
も
拡
大
し
、
株
式
発
行
や

株
売
買
が
活
発
化
す
る
と
と
も

に
、
債
券
発
行
や
資
金
借
り
入

れ
も
増
加
す
る
。
例
え
ば
、
米

国
の
あ
る
金
融
機
関
（
Ｘ
）
が

イ
ン
ド
の
Ｉ
Ｔ
企
業
（
Ｙ
）
の

借
り
入
れ
に
関
与
す
る
と
し
よ

う
。
Ｘ
は
Ｙ
へ
の
貸
出
（
ロ
ー

ン
）
に
つ
い
て
担
保
を
元
に
証

券
化
（
Ｚ
）
す
る
。
Ｘ
が
米
国

で
の
住
宅
ロ
ー
ン
（
サ
ブ
プ
ラ

イ
ム
）に
つ
い
て
も
証
券
化（
Ｗ
）

し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
リ
ス
ク

の
あ
る
Ｚ
と
Ｗ
を
組
み
入
れ
て
、

別
途
の
金
融
商
品（
Ｖ
）を
創
り
、

こ
の
Ｖ
を
フ
ラ
ン
ス
の
ヘ
ッ
ジ

フ
ァ
ン
ド
や
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

の
政
府
フ
ァ
ン
ド
に
販
売
す
る
。

以
上
の
簡
単
な
プ
ロ
セ
ス
で
何

が
起
き
て
い
る
の
か
、
そ
の
筋

は
読
め
よ
う
。
こ
の
事
例
で
は
、

米
国
の
サ
ブ
ラ
イ
ム
に
か
か
わ

る
リ
ス
ク
や
イ
ン
ド
企
業
Ｙ
に

対
す
る
貸
し
出
し
リ
ス
ク
は
Ｚ

と
Ｗ
に
よ
っ
て
新
金
融
商
品
Ｖ

に
組
み
込
ま
れ
、
フ
ラ
ン
ス
や

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
フ
ァ
ン
ド

に
移
転
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
市
場
化
し
た
冷
戦
後

の
世
界
で
は
、
各
国
の
リ
ス
ク

が
金
融
技
術
で
容
易
に
グ
ロ
ー

バ
ル
化
さ
れ
、
世
界
中
に
た
や

す
く
転
嫁
さ
れ
る
の
だ
。
問
題

は
、
リ
ス
ク
が
ど
こ
に
ど
れ
だ

け
あ
る
か
、
そ
し
て
誰
が
抱
え

大
転
換
期
の
日
本
を
考
え
る

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
に
み
る

―
 

21
世
紀
型
の
金
融
問
題 ―

★ 19年分年末調整における注意事項について
・定率減税の廃止
・地震保険料控除の新設 ( 旧損害保険料控除より改組 )
・年税額を算出する際の税率の変更
～納付期限～　
　平成 20年 1月 10日㈭
　※納期限の特例に関する届出書提出の方は、平成 20年 1月 21日㈪

★ ｢千葉県最低賃金 ｣が平成 19 年 10 月 19 日から
時間額 706円（従来は 687円）に改正されました
千葉県内の事業所で働く全ての労働者（パート、アルバイト等を含む）及び、そ
の使用者に適用される ｢地域別最低賃金 ｣が改正されます。
詳しくは、千葉県労働局労働基準部賃金室【℡：０４３（２２１）２３２８】か最寄
の労働基準監督署へお問合せください。
● 24時間テレホンサービス【℡：０４３（２２１）４７００】
●千葉県労働局ホームページ　http://www.chiba-roudoukyoku.go.jp
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　建設業部会主催による「現場を視る、経済を感じる、未来を読む」
と題した視察研修会が 11月 16 日㈮に実施され、総勢 27名の参加
者のもと、視察先の首都高速・川崎縦貫線工事現場及び東京証券取
引所並びに旧岩崎邸庭園の３施設を訪問し、表題のテーマごとに計
３箇所の施設（現場）を設定し、その上で視察を実施しました。
　テーマの一つ「現場を視る」では、近年再開発が進む首都圏臨海
部幹線道路事業の根幹を成し、かつまた最新の工法・環境保全技術
が導入されている川崎縦貫線の工事現場を、テーマ「経済を感じる」
では世界三大証券取引所の一つに挙げられる国内金融マーケットの
中心・東京証券取引所を、またテーマ「未来を読む」では、近代建
築技術導入期である明治時代を代表する建築物・旧岩崎邸庭園を視
察しました。
　いずれの視察先でも、参加者から解説（案内）人へ熱心な質問が
投げ掛けられ、参加者各人がもつ興味・疑問を刺激する技術・知識
に対し、それらを貧欲に我のものとしようとする真摯な姿がいたる
ところで見受けられました。
　視察終了後、東京・不忍池辺りに立つ東天紅にて懇親会が実施され、
業種・業態をこえて参加企業が集った今回の視察を象徴するかのよ
うに、各専門的立場から見て感じた視察先施設の感想・意見の交換
が活発になされ、それと共に参加会員事業所間相互の交流がより一
層深められる機会となりました。

◆ 融資限度額＝５５０万円（別枠４５０万円で最高１０００万円まで）
◆ 利率＝ 2.10％（12 月４日現在）
◆ 融資期間＝運転資金５年以内　設備資金７年以内
◆ 運転資金＝商品仕入・従業員の給与・ボーナス・買掛金の支払いなど
◆ 設備資金＝店舗・工場の増築・機械の導入・車輌・備品の購入など
　　　　　　 一部要件がございます詳しくはお問合せください
問合せ＝習志野商工会議所　℡：（４５２）６７００

のマル経融資無担保無担保 無保証人無保証人 低利低利

「　　　　　　　　　　　　　　　　」
首都高速・川崎縦貫線工事現場～東京証券取引所～旧岩崎邸庭園

現場を視る、経済を感じる
、
未来を読む、

建設業部会 視察研修会



株式会社サンネット
住所：習志野市本大久保３-３-７
TEL：０４７（４７７）４８１４　FAX：０４７（４７７）４８１５
代表者名：鳥谷部貴行
営業時間：９：０0～ 17：00　定休日：日曜日
【概要】以前から話題となっている「環境問題」に
取り組む総合建設業者。建設業を行いながら環境美
化に貢献できないかとの考えから、「アスベスト問
題」や「抗菌･脱臭」などの商品の取り扱いや、工
事を行っている。
【特徴】人が誤って吸入してしまうと肺がんを引き起こす危険性があるとして、各方面
でその除去や、保証などで問題となっている「アスベスト」。昭和 58年以前に立てら
れた建物の多くは調査対象となっており、スレート材を中心に多く使用されています。
　同社では、このスレート材などに吹き付けることによりアスベストを封じ込
める「ジュエルビナ」という様々な色の塗料の施工に力を入れています。

　スレート材の使用などによるイメージダウンを防ぐ
ためにもぜひ使用してほしいといいます。
　また、紫外線を浴びることによって抗菌や脱臭、結
露の防止、たばこのやにが壁に付着することを防止す
る「光触媒」の販売も行っています。ぜひご利用ください。
※サービスや商品の詳細・金額等については㈱サンネッ
　トに直接お問合せください。
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おかげさまで創立 20周年「時代の風を切れ、習志野商工会議所！」

あの店 この工場会員紹介
No.220

セントケア習志野
住所：習志野市津田沼 4-11-11 小倉第一ビル 2階
TEL：０４７（４０８）１０５７
FAX：０４７（４０８）１０５８
代表者名：金子力
利用時間：8：30～ 17：30
定休日：日曜日、年末年始（12/29 から 1/3）
メール：scnarashino@saint-care.com
ホームページ：http://www.saint-care.com

【概要】習志野商工会議所のすぐ横の建物にある「セントケア習志野」。市内全域か
ら船橋市の一部地域を中心に訪問介護サービスを行う。お客様の自立支援を目的に
住み慣れたご自宅に訪問し、20～ 60 代の元気な女性スタッフが入浴や外出介護･
おむつ交換などの日常生活をサポートしています。介護に関してのご相談も可。
【特色】事業内容の詳細としては、訪問介護、訪問入浴、居宅介護支援、訪問看護、
福祉用具貸与･販売、住宅改修、デイサービス、グループホーム、有料老人ホー
ム、介護タクシー、配食サービス、その他障害福祉サービスなど、介護保険サ
ービスを中心に、在宅介護から施設介護まで保険外自費サービスのプライベー
トケアを提供しています。
　また現在、介護用品「冬のキャンペーン」（12/1 ～
3/31）を実施中で、紙オムツからビタミン飲料･おかゆま
で、お客様のご希望のサイズや商品の色･素材などをお伺い
し、ご自宅までお届けしています。
※キャンペーンやサービス内容･料金等についてはセントケ
ア習志野に直接お問合せください。

習志野商工会議所創立 20周年特別企画

●　●　●　●　 　●　●　●　●

ドクターベルツ谷津駅前店 様ご提供
当選者の方にはドクターベルツ谷津駅前店から直接ご郵送いたします。

　習志野商工会議所では、地域を越えた事業拡大・取引
の促進を図るため、ビジネス交流会を開催します。習志野、
船橋、八千代、浦安の 4つの商工会議所が参加する合同
交流事業です。事業ＰＲ、名刺交換、懇談会、商品等の
持ち込み展示や商談交渉もＯＫ！この機会に積極的に自
社のＰＲをして下さい。（当日は軽食、飲物をご用意して
おります。）
日　時：２月８日㈮　午後 5時 （受付：4時から）
会　場：船橋商工会議所（船橋市本町 1-10-10）
　　　　URL：http://www.e-funabashi.com/
参加費：3,000 円（お一人様）
募　集：全 80 事業所（先着順）※各商工会議所 20 事業所ずつ
申込・問合せ：別添チラシに必要事項を記入のうえ、FAXで
　　　　　　　下記までにお送りください
　習志野商工会議所 経営室　原田　禽０４７（４５２）６７４４
　　　　　　　　　　　　　　　　琴０４７（４５２）６７００

洗顔→吸引→マッサージ→ローションマスク→美容液

★

国道14号線

京成谷津駅

●
谷津保健病院

●
ファミリーマート

ドクターベルツ谷津駅前店 

お肌に優しい自然派化粧品のお店です。
お肌が敏感な方用、ベビー用スキンケア
もご用意しています。
トリートメント後はハーブティー＆クッ
キーでおくつろぎください。

ドクターベルツ谷津駅前店
習志野市谷津４－６－ 33 ２階
℡：０４７（４５４）６０２３　定休日：日･月曜日
営業時間：10：00～ 19：00（フェイシャル受付：10：00～ 18：00）
ホームページ：http://www.yatsufacial.com/

平成１８年５月１０日発行

会員プレゼント応募用紙 FAX. ０４７（４５２）６７４４まで

（事業所名） （氏名）

（住所） （電話）

（「商工習志野」の感想・習志野商工会議所への意見）

ビジネス交流会参加者募集

ドクターベルツ谷津駅前店

習志野・船橋・八千代・浦安商工会議所主催


